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「死」の捉え方

　編集室：「いのち」「生きる」そのようなキー
ワードの話になってきました．率直になります
が，戸高先生にとって，死とはどのようなもの
ですか？
　戸高：好き好んで限りなく死のにおいがする
ところに身を置いて，逆に生を，いのちを実感
したり，自分のいのちを輝かせてきたので，普
通の方とはかなり考え方，感じ方が違うかもし
れないですね（笑）．限りなく死の近くに行くん
ですけど，でも死のことは全然わからないし，

〔本連載の形式〕各界で著名な先生方への山藤先生のインタビュー（対談）にて，組織で働くこと，チーム内でのコミュニケーショ
ン，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，患者さんの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきま
す．対談のなかで，山藤先生が感じた医療とのつながりの部分を，心の「共振」ポイントとして解説を加えていただきます．

とことん避けたいし，怖いんですね．でも，こ
の怖さがなくなることが，一番怖いと思うんで
す．怖さがあるからこそ，生きようとする感覚
と反応が生まれるのかと思うんですよね．決し
て死を恐れない，というようにはなりたくない
です．
　さんちゃんも参加された，先日の，ホスピス
医の内藤いづみ先生との講演は，あらためてそ
のことを考える機会になりました．“僕だった
ら，最後の瞬間まで生きようとするかなぁ．そ
の最後の瞬間は，滝の前などで，1 人で焚き火
をしながら迎えるかもしれないなぁ”（笑）とか
考えました．なんかそうやって，自然の大きな
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戸高雅史（とだか　まさふみ）氏 プロフィール
1961年，大分県生まれ．登山家．野外学校 FOS 代表．佐伯鶴城高校卒，福岡教育大学，同大学院修了．現
在，昭和医療技術専門学校特任教授．1996 年，オペル冒険大賞受賞．著書に『A LINE』（ソニー企業発行，
共著），『はじめよう　親子登山』（山と渓谷社）．18 歳で登山を始め，23 歳からヒマラヤの世界へ．山との融
合を求め，無酸素や単独のシンプルなスタイルで高峰へ登り続ける．36 歳の時，K2 峰に単独無酸素登頂．
1998 年，チョモランマ峰北西壁へひとり向かい，8,500 m に到達．そこで，すべてのいのちのつながりの中
にこそ，生きるべき世界があると直感．以後，自然と人との触れ合いから生まれる「いのちへの共感」をテー
マに，富士山麓と葉山（神奈川県）を拠点として，自然体験活動の指導や講演，ガイドなどを全国で行っている．

第 12 回

一瞬の無限～いまここにある「いのち」～・3

「福島こども富士山プロジェクト」富士山からのご来光　昭和医療技術専門学校　香取尚美教員　撮影　
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働きの中に，自分のいのちがすうーっと帰って
いくイメージが浮かんできましたね．
　編集室：死とは，私も，自分の故郷の海の音
を聞きながら，海に帰っていく感じなのかなぁ
と思ったりするんです．やはり怖いですが，い
のちが自然に帰っていくと考えると，少しは心
が安らぐのかなぁ，などとも思います．山藤先
生，医師の立場としてはいかがですか．
　山藤：人それぞれの見解や解釈もあると思い
ますし，宗教的な価値観もあるかもしれません
ので，お答えするのは難しい話ですが，あくま
でも僕の私見としてお話しますね．僕はある年
齢を超えてから感じたんですが，人の生き方を
決めるのに，死生観ってあると思うんです．若
い頃，それこそ学生時代なんて，自分が死ぬと
か想像しなかったですし，“でも，いつか死ぬ
だろうな”とか，“いつ死んでもいいや”と
か，いろんなことを思いました．でもそれっ
て，生き方が定まっていない感じがするんです．
　僕は医師なので，当然いのちにかかわる仕事
をしているわけですが，外科系なので，救命救
急の現場にいることなども多かったんです．例
えば，心肺停止した若い男の子が，バイク事故
などで運ばれてくる．そして，ご家族が来る．

「今日の朝，あんなに元気に出て行ったのに，
どうしてこんなことになっちゃうんですか」と
言って，死を受け入れられないご家族が泣き叫
んでいるんです．たぶんこの子も，バイク事故
で死ぬ瞬間まで，その日死ぬとは思っていない
と思うんですよね．でも，亡くなるじゃないで
すか．親も，僕も，なんでこの子が死ななきゃ
いけなかったのかわからない．で，すごくシン
プルに，“バイクで亡くなる方多いなぁ”と思
うから，僕，バイクに乗らないんです．
　それは僕の，もしかしたら死生観の一つなん

だけど，もう一つ，“あぁ，人間って，今日死
ぬんだな”って思ったんです．先ほどのホスピ
ス，そしていま，まささんがお話をされていた
ような死生観は，死ぬ時間がなんとなく定まっ
た人たちにとっての死の迎え方ですよね？　で
も，実は何も用意していなくても，人は亡くな
るんじゃないかと思うんです．日常に，死があ
ふれている感じがすごくしているんですよ．だ
から僕は，20 代中盤，後半ぐらいに，“明日，
死んでもいいような生き方しなきゃな”って
思ったんです．それがいまも，毎日ピリピリと
できているかといったらそんなことはなくて，
もうちょっとゆっくり，いろいろと感じ方が変
わってきたけれど，1 回，僕の生き方を定めた
死生観に，明日はないっていうか今日もない，
というのがあるんですね．だから，“この瞬
間，一生懸命やっておかないと，いつ何がある
かわからないから，後悔しないように生きよ
う”と思ったことがあるんです．
　もう一つ思ったのは，なんで死ななきゃいけ
なかったのかわからないし，無念かもしれない
けど，家族は悲しんでいるということです．僕
が担当していて，亡くなるおじいちゃんのそば
に来たお孫さんが，親御さんに「さようならを
言いなさい」と言われて，「さようなら」って
言っているのを横で聞いていたら，僕も含めて
誰もがすっと涙が流れるし，誰かが亡くなると
誰か悲しむんだなぁ，と．いのちも死も，自分
のものなんだけど，なぜか自分のものだけじゃ
ないという，何か不思議な感覚があります．僕
はやはり，人間って，本質的に死んじゃダメな
生き物だと思うんですよ．だから，自分のいの
ちを絶つなんて，どんなことがあってもダメだ
と思うし，自分の身体を傷つけないようにと，
学生に伝えているんです．
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　そして僕は，死は怖いことだけど覚悟はして
いるし，それを見ているから受け入れてもいる
し，いつか突然死ぬっていう可能性もあるし，
そんなに強い恐れと怯えでは生きていないけれ
ど，ただ，生きなきゃいけないな，っていう強
い思いを持っています．だから，死生観をなん
となく持っていると，生き方も考えるような気
がするんです．僕が昭和医療技術専門学校で担
当している生命の倫理という授業は，死につい
てとことん皆で話し合うものですが，それは暗
い授業でも，死ぬことを考えている授業でもな
くて，最後に生きることを考える授業なんです
ね．学生たちも，この授業を受けた感想文にそ
う書いています．
　ちょっとだけ現代社会が怖いなと思うのは，
死から人が遠ざかっているじゃないですか．身
近で人が亡くなることはないでしょ？　人はほ
とんどの場合病院で亡くなるので．まささん
は，死に一番近い世界に，1 人でいたじゃない
ですか？　でも，最近の世の中の人たちのほと
んどは，死に近いところに踏み入れていない．
まささんの野外学校 FOS が主催されているよ
うな，テントがなく，寝袋だけで寝るキャンプ
のほうが，実は死に近いかもしれません．街中
にいるより，自然の中のほうが，感じ方が死に
近いから．そして，死に近くないと，生も近く
ない気がするんです．死に近いところにいた
り，それを体感したりしていると，生きるとい
うことに対する強さも一緒に生まれる気がする
ので．すみません，このような話はちょっと難
しいでしょうか？　ただ，死に対して遠いと，
生きる強さも弱い，そういう若者と文化が増え
てきているかもしれないという怖さはありま
す．まささん，どうですか？
　戸高：僕，そこ，すごく同感ですね．東日本

大震災から先日の熊本大震災まで，自然災害が
いま，頻発する時代に入ってきていますよね．
そういう日常の中で，死が，向こうのほうから
やってくるんです．交通事故に遭わなくても，
です．どんなに文明の力を使っても，それから
逃げることは不可能でしょう．ですから，否応
なく，僕らはそれを実感して，日常への向き合
い方を問われる時代にいま入ってきていると思
うんですね．だから，それをいいほうに捉えた
ほうがいいと思うんです．そういう意味で，さ
んちゃんのいま言われたように，死をしっかり
見つめて，そこから生を見つめるということ，
大変だ，大変だ，じゃなくて，生きているとい
うことはそういうことなんだというところに皆
が立ち切る方向に向かえば，そういう可能性が
生まれてくるかなと思うんですよね．

「生きる」の捉え方

　編集室：山藤先生，皆，死から遠ざかってい
るとおっしゃいましたが，どうしたら死を身近
なものだと捉えて，生きる力をつけることがで
きるでしょうか．
　山藤：小，中，高校の授業で，死について考
えるとか，自分の感覚として感じてみる機会っ
て，あまりないじゃないですか．僕は，例え
ば，先ほど話した昭和医療技術専門学校での

「生命の倫理」の授業の初回に，必ず学生同士
のペアでシミュレーションをするんです．
　心電図の検査をする，カーテンが閉まる，患
者さんと 2 人，他に誰もいない．その患者さん
から，「“私はがんで，私のいのちはあと半年っ
て言われたんですけど，なんで私が死ななきゃ
いけないんですかねぇ？”って聞かれました．
新人のあなたはなんて答えますか？」って．こ
ういうこと，あるかもしれないでしょう？　で
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写真１　�郷里，大分の山にて（撮影：戸高雅史氏）

も，誰もそんなこと，考えたことがないですよ
ね？　自分が死ぬとか人が死ぬとか．身内が亡
くなって悲しいと思っているかもしれないけ
ど，“じゃあ，それはどういうことなんだろ
う”っていうのは考えたことがないから，答え
られない．励ましてみた，なんか違う．冗談を
言ってみた，なんか違う．なんて言ったらいい
かわからない．じゃあ，いろんなことを学ぼう
と．
　それは学問的なことを学ぶのではなく，感じ
たことを教室でシェアしていくことによって，
自分のいのち，自分の魂がなんなんだろうとい
うことを考えるきっかけを作るようなもので
す．死は誰にでも訪れるのに，「死ぬこと＝悲
しくてつらい，悪いこと」みたいな形で遠ざけ
ているので，1 回，もうちょっと手元に引き寄
せて，良い悪いではなくて，自分自身の魂に
沿って感じて考えるみたいなことを，機会とし
て与えていくといいかなぁ，と思います．学校
の授業でこうしたことをやっていくのは，一
つ，あるかなと思いますね．
　それからもう一つ，まささんのような活動を
しているところで，自然の中に身を置き，自分
は生きている，大地とつながっている，空や宇
宙とつながっているという感覚を感じてみるこ
とです．自然の世界はすばらしい場所ではある
けれど，生と死がすぐ表と裏にあるんですね．
マンションの 1 室で，四角い壁に囲まれていて
安全だということと真逆の感覚です．なんかこ
う，自分の足で大地に立っているような，人間
本来の感覚を持っていることを感じる機会は大
事なことかなぁと思います．ただ，それを与え
るというのは，なかなか難しい，僕にはできな
いことですが，まささんのやられていることは
そういうことかなぁと思っています．まささん

どうでしょう？
　戸高：いま，さんちゃんに言われたことでい
えば，さんちゃんとは毎年行っている場所です
けど，例えばこの写真（ご自宅壁に貼ってあっ
た写真を指差して：写真 1 のようなイメージの
場所です），冒険トレック 2016 春のものなんで
すが，参加した子どもたちは最初に皆，“こん
なところで寝るの？”って思ったみたいなんで
す．テントも何もないところだったので．しか
し実際，そこにシートを引いて，寝袋だけでゴ
ロンと横になって上を見上げたら，緑の葉っぱ
が見えて，それから，水の沢の音が響いてき
て，鳥のさえずりが聞こえてきて，“あぁ，何
か包まれている”っていう感覚になったそうな
んですね．
　で，夜は，ライトを消せば，都会ではない，
本当に闇の世界ですよね．もしかすると，死と
もちょっと共通するかもしれませんが，本当の
闇を体験する機会も，都会の子どもたちには少
なくなってきていますよね．そういう意味でい
えば，人間っていうのは，1 日の中にもなるべ
くこう，ニュアンス的に，1 回死んでまた生ま
れ変わるぐらいのメリハリがあってもおかしく
ないのかもしれないですね．こういう夜を過ご
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すことって，なかなか少なくなってきていると
思うんですよ．ですから，日常の中に，いまさ
んちゃんの言われた，人間本来の感覚っていう
ものを持つことが，なかなか難しくなっている
んじゃないですかね．そういう感覚をちゃんと
持って，そこで死とも向き合っていくと，変に
死だけが一人歩きをしないような気がしている
んです．死をイメージや想像でどんどん練り上
げていくと，本来の感覚のところからずれてい
きますが，時計がないところで生活すれば，日
が沈んで，また鳥たちがさえずり出して，空が
白んで明るくなって，っていうリズムが感じら
れますよね．やはり，そういうところに身を置
くことで，見えてくる世界っていうものもある
ような気がしますね．昔の人たちにとって死と
いうのは，本来のリズムというか，その中に
あって，“あぁ，亡くなっていった”という，
周りとの一体感の中で，その人の一つの何かが
終わっていくというものだったのかなぁと思い
ます．いまはなんだかそこだけが，特別にク
ローズアップされている気がします．
　僕のヒマラヤ体験というのは確かに，異端だ
と思うんです．僕は，実際にヒマラヤに登って
いるときに，人が落ちて亡くなっていくシーン
を目にしているんです．彼が亡くなる瞬間の声
も聞こえてきました．他のチームの人でした
が，それを見て，上に行くのを止めた仲間もい
ましたね．でも僕は，ダメージを受けずに
すぅっと心に収めました．あのときは，そうい
う世界にいるんだと，もしかしたらある意味戦
場と同じようなものだと思っていたのかもしれ
ませんが，僕の当時の日常の中にこう，そうい
う瞬間がいくつかあったんですね．これは極端
な例だとは思いますけど，いま，一般的には，
病院や施設で人が亡くなることが多いのでしょ

うか？　自分の身内の人が亡くなるのは，順調
にいけばおじいちゃん，おばあちゃんを見送る
ことから，まぁ，始まるっていう言い方は変で
すけどね，自然に体験できれば，それが大きな
機会にはなるんでしょうけどね．
　山藤：本当はそうでしょうね．
　戸高：昔は僕もおじいちゃんを，間に合わな
かったので，亡くなったところに駆けつけた感
じですが，やはり身内の人が亡くなる機会って
大きいですよね．

いのちのつながり「共振」の世界

　山藤：いのちの話をもう少し聞いていいです
か？　まず，自分のいのちがありますが，まさ
さんが一緒に登山されていた方のいのちについ
てお話をされたように，他の人のいのちという
ものもあります．僕は，自分のいのちと他の人
のいのちはつながりがあるような気がしていま
すが，自分のいのちと他の人のいのち，そのか
かわりについて，まささんはどうお考えでしょ
うか．
　戸高：ヒマラヤの中で 1 人，とは言いなが
ら，周りにはやはり他の存在，自然がありま
す．そこには必ず，常に共振というものが（共
感だとちょっと人間寄りだと思うんですけど）
生まれていく，その共振に意味があると感じる
んです．ですから，他者の存在というのは，実
はすごく大事です．例えばスポーツの世界でい
えば，格闘技なんかはまさしく，他者がいて，
なおかつ自分と同等か，自分を超えるような他
者と面したときに，自分のもう 1 ランク上の潜
在能力が引き出されたりします．陸上競技でも
やはり，個人競技とはいいながらも他者がいり
ますよね．
　僕はヒマラヤで単独無酸素登頂に挑んできま
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写真２　�ゼロの体感…宇宙のリズムのなかに　
チョモランマ峰北西壁ベースキャンプ
（5,600 m）にて（撮影：戸高雅史氏）

したが，必ずしも自然や単独にこだわっている
わけではなく，自然であれ，他者であれ，それ

（その人）があって，そこで生まれる何かが，と
ても大事だと感じているんです．さんちゃんと
もよく話しますが，共振というのはその一瞬な
んですね．そこに，想像を超える何かが，ギフ
トのように訪れるものでもあったりするんで
す．インスピレーションともいえるし，それ
は，僕のものでも，そのときともにいた誰かの
ものでもなく，その場自体にやってきてくれた
尊いギフトのような気がします．具体例を挙げ
れば，福島の子どもたちと昭和医療技術専門学
校の皆さんと，富士山の 5 合目で朝を迎える
と，不思議とすばらしいご来光が見られるんで
す（対談タイトルバックの写真）．これは作れる
ものじゃないですよね．そういうものに触れる
ことで，何かとても大きな働きの中にあること
を感じますし，同時に，その大きな働きへの信
頼感みたいなものが生まれてくるんです．
　山藤：まささんは，いま，一瞬のところで，
共振する存在と一緒に共振するというお話をさ
れました．僕はいまピンときたんですが，まず
自分が振るえないと共振ってしないですよね？　
誰も何もしなかったら振動が伝わらないので，
最初に振るえる何かがあるじゃないですか？　
その誰か，っていうのが，その場におけるまさ
さんなんじゃないかと．だから，最初にちゃん
とこう，まささんが振るえているんですよね．
発信するってことですね．まささんが発信する
から，周りが共振するわけですよね？　その発
信する存在がないと，その場も作れないですよ
ね？　いまふと，そう感じました．
　戸高：すごいですね！（笑）．僕も，その辺は
感じるものがあります．僕が大事にしているこ
とは，その発信する，もう一つ前の段階です．

物事がこう行けば（二次関数，y＝x2 のグラフ
のように，いったん，ゼロの位置に向かう），
自ずと何かが生まれるという気がするんです．
ゼロの位置，ニュートラルになろうと思っても
なかなか行けないんですけど．自ずと始まる世
界が，大きな自然の，自ずから然らしむという
大きな働きと同調するというか，そのタイミン
グが合うんですね．それが少し早まったり，意
図的であったりしたら，ちょっと違うものに
なってしまいますね．

「今」ここから始まる「冒険」

　山藤：人はよく，それぞれ役割があるとか，

1261検査と技術　vol. 44　no. 13　2016 年 12 月

2024/04/26 11:55:01



何かを背負って生きているといわれるじゃない
ですか．いまのまささんのポジションとかは，
まささんにとっての役割だと感じることがあり
ますか？
　戸高：ありますね．いまこの歳になって，僕
はこうした役割を持って生まれてきたんだろう
なぁと感じています．普通の登山家といわれる
人たちとは，いま，全く違う世界を見ていると
思いますし，僕が言うのも何ですが，いまの世
の中で，僕のような役割を実感していて，なお
かつその役割を担っている方というのは，もし
かしたらあまりおられないかもしれません．だ
から，ヒマラヤに登って，日本の自然に共振し
て，いろんな方と出会ってという，僕がこれま
で歩んできた人生があっての，いまの僕の立ち
位置がたぶんここなんだろうな，というのは感
じますね．
　山藤：それは，チョモランマで受けた，いわ
ゆる啓示みたいな言葉や世界観とつながってい
ると思うんですけど，普通の人は，ある意味，
自分がこの世にいる役割みたいなものを感じる
にはどうしたらいいでしょうか．
　戸高：自分の意図で，いろんな目的に向かっ
て行く時期もあります．でも，ある時期に，大
きな働き，自ら然らしむ働きに触れ合ったと
き，それを実感したときに，もう一つの世界が
始まると思うんです．そうすると，その力，そ
のリズムと同調する感じで，すっと，その人の
本来の役割に向かって行きますね．いま，自分
が感じることを全身全霊で大切にしていけば，
自ずとその人の道が拓けると思います．だか
ら，やはり，いま，ここに立つ自分の感覚を大
事にすることに尽きるような気がします．
　山藤：この対談のタイトルは，いつもまささ
んが使っている言葉で，「一瞬の無限～いまこ

こにある「いのち」～」です．いま，まささん
がおっしゃったことは，そこにつながる感じで
すか？
　戸高：はい．やはり，一人一人の存在という
のは，いま，からしか始まらないし，いま，で
しかないです．
　山藤：まささんがいま言っているお話，僕は
感覚的によくわかります．ただ，あえて普通の
感覚でそういうふうに思ったことがない人のた
めに，「“偉大なるもの”ではないですけど，何
かの役割とか，何かそこに起きることに出合う
タイミングはいろいろあるかもしれないですけ
ど，それに出合い，それを受け止めるために，
そこに行くためにはどうしたらいいんでしょ
う」という質問を，実は僕，まささんにしよう
と思っていたんです．で，いま，僕自身も考え
てみて，わかりやすい言葉で言ったら，それは

「冒険」じゃないかとふと思ったんです．何か
に阻まれている感覚のまま，ずっと逃げ出した
り，やらないままでいると得られないので，冒
険してほしいとか，挑戦してほしいっていう気
持ちを抱いたんですけど，どうですかね？
　戸高：素晴らしいです．一番わかりやすい言
葉ですね．
　いまここにあるいのちを，一般の方がわかり
やすく実感するには，僕は五感かなぁと思った
んです．ちゃんと舌で触れる味覚，聞こえる
音，手に触れる吹く風，頬に当たる風によっ
て，いまここにあるというのを実感する．でも
これは，わかりやすいようでいて，いろんなも
のが付随してきやすいんです．日常の中でのい
ろんな思いも含めて，本当はそこに立てたらい
いんですけど，やはり 1 回，日常のもろもろ
を，ふぅ～っと脱ぎ捨てたほうが，すっとその
スイッチが入りやすいですね．旅で，特に文化
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写真３　�ひかりにふれて　屋久島奥岳の森にて
（撮影：戸高雅史氏）

や言葉の違うところに行くという方法もあると
思うんですけど，これも大枠でいけば冒険です
ね．いままでの自分のいろんなものを 1 回脱ぎ
捨てるためには，やはりアクションが必要なん
ですよね．冒険という言葉が一番わかりやすい
と思います．
　山藤：よかったです（笑）．その部分，まささ
んと共感できていてホッとしています．僕がこ
の連載（対談）をしていて，まさに若い読者に伝
えたいことは，「冒険」するのが大事というこ
となんだなと自覚することができました．

野外学校 FOS（Feel Our Soul）の役割

　山藤：最後になりますが，野外学校 FOS
は，まさにこうした役割を担っていると思うん
です．冒険するための場をまささんが作ってい
る．そこに来てもらうと，五感が開く．そんな
場所です．その野外学校 FOS は，最近たくさ
んのメディアに取り上げられています．NHK
の有名な番組「助けて！きわめびと」でも，ま
ささんは 2 週にわたって活躍されていました．
これはすごいことです．読者の方々にも，ぜ
ひ，FOS の世界観を味わってもらいたいなぁ
と思うんですが，その魅力は，どのような入口
で届けられるのがいいんでしょうね．
　戸高：子どものプログラムももちろんいいん
ですが，ファミリーはとてもいいですよ．「子
どもが」ではなく，意外とその場で大人が感じ
ることも大事だったりします．
　山藤：あ～，そうそう！
　戸高：そういう子どもを見ている親が，すご
く刺激を受けて変わるんです．子どもだけがい
ろんな刺激を受けて，でも日常に帰るとそこに
変わらぬ親や環境があって，ということより
は，家族で新しくまた何かが始まるという機会

になると，素晴らしいなぁと思うんです．子ど
もにとっても，そのファミリーの皆さんにとっ
ても，こんなに素晴らしい一歩はないですね．
それをいま，すごく感じます．
　山藤：僕も，一人でも，ファミリーでも参加
していますが，親と子どもで，一生忘れられな
い，かけがえのない体験が得られると感じま
す．また，福島こども富士山プロジェクトでも
そうですが，子どもたちと，それを取り巻く大
人や学生たちもいるわけじゃないですか．そこ
は家族ということではなくて，他人であって
も，同じ時間を共有している大人と子どもの関
係性でもあり，FOS のプログラムは，大人個
人での参加もご夫婦での参加も，みんなファミ
リーで，いろいろな気付きはありますよね．
　戸高：現実の世の中，甘くはないので，子ど
もだけで持ち帰っても，却って苦しかったりす
るじゃないですか？
　編集室：確かにそうですね．
　山藤：そのような意味でも，まささんの言う
ように，大人に感じてほしいという意味で，大
人の単独のプログラムもすごくいいですよね．
　戸高：あと，僕は学校プログラムがとても好
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写真4　�本年度（2016年10月9日）福島こど
も富士山プロジェクトにて　夕焼けに
染まる紅富士をバックに（左：戸高氏，
右：山藤先生）（撮影：香取尚美 教員）

対談を
終えて

　3 号にわたる今回の対
談，いかがだったでしょ
うか．この「現実の世の
中」と，「自然界やこの

世にはあらざる世界」をつなぐ役割の存
在は，昔から神話などで「トリックス
ター」と呼ばれているそうです．妖精の
ような存在ですね．私は，まささんを現
代のトリックスターではないかと思って
います．それがまささんの壮大な体験か
ら来るものなのか，まささんの役割とし
て発しているものなのか，それはわかり
ませんが…，山や森，水辺で一緒の時間
を過ごし，炎を囲み，まささんの奏でる
音色を聴くたびに，そこに悠久の時の流
れを感じ，また日常とは違う物語が始ま
るのを感じるのです．
　最後の号では，まささんの話に共振し
て，私自身も自分の「いのち」に関して
の考えなども少し長くお話させていただ

きなんです．学校プログラムの場合には，先生
と子どもたちですね．
　山藤：いいですね！
　戸高：学校自体が新しく，空気感が変わる可
能性を秘めていると思うんです．先生には，

「指導者ではなくて，一緒に参加者というスタ
ンスで体験してください」ってお願いするんで
す．そこで役割を持っちゃうともったいないの
で．
　山藤：その通りですね．私共の学校でも毎年
お世話になっていますが，教員も学生も一緒に
なって，全員で笑って泣いて冒険していますよ
ね．そして，その場には何か「凛とした空気」
のようなものを，そして「何かの存在」を感じ
るような気がします．そこに奇跡の一瞬がいつ
も訪れます．いま，まささんのお話を聞いてい
て思いましたが，FOS がいうファミリーって
いうのは，広い概念ですよね．子ども，大人，
一人一人の参加者も学校プログラムも，全てが
FOS にとってのファミリーですね．全てがつ
ながりと共振ですね．
　戸高：まさにそうですね．

　山藤：その共振の源がまささんであるところ
が，野外学校 FOS の魅力と素晴らしさではな
いでしょうか．冒険の物語，そしていのちの話
から現代教育の話まで，本日は長い時間，本当
にありがとうございました．医療に携わる読者
の方々にも，普段とは違ったアプローチで，

「いのち」「ひと」「こころ」「しぜん」という大
事なことをあらためて考えるいい機会になった
と思います．
　戸高：こちらこそ，有意義な時間を本当にあ
りがとうございました．
　編集室：お 2 人ともありがとうございました．
 （了）
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1972 年東京都生まれ．昭和大学医学部，同大学院医学
研究科外科系整形外科学修了．医学博士．小学校から
高校までは私立暁星学園サッカー部で活躍．東京都大
会で優勝した他，全国大会にも出場した．現在は臨床
検査技師教育に特化している昭和医療技術専門学校の
学校長として学生の育成にかかわる傍ら，現役の臨床
医として患者とも向き合う．医療法人社団昭和育英会
理事長，横浜つづきメディカルグループ代表として医
療機関を複数経営．日本臨床検査学教育協議会におい
ては，副理事長を務め，2014 年には学会長の任も務め
た．また，なでしこジャパンのチームドクター（オリン
ピック，ワールドカップなど帯同），東京都サッカー協
会医事委員長（現）を務めるなど，スポーツドクターと
しても活躍している．また，2013 年の著書「社会人に
なるということ」（幻冬舎 刊）は，丸善日本橋本店にて，
週間ランキング 1 位（ビジネス部門）になるなど，その
活躍は，医療界にとどまらず，広いフィールドで注目
されている．

山藤　賢（さんどう　まさる）氏 プロフィール

　本連載に関するご質問・感想などは，編集室 
（e-mail：kensa@igaku-shoin.co.jp）までお寄せくだ
さい．

きました．なので，あえて本号では医療
に関する共振のポイントを途中では入れ
ておりません．まささんと私との対話
は，あくまでも私見であり，一般的な概
念の話とは少し違うかもしれません．し
かし，そこで皆さんがそれぞれ今どう

『感じるか』が大事かと思っておりま
す．私たちも，人とつながるために，人
の心に寄り添うために，自分のあり方と
して，自ら何かを発信することができる
医療人を目指せるといいですね．今回の

「対話」を通した皆さんとの「共振」の
時間，最後までお付き合いいただきあり
がとうございました．
　しかし，あらためて思いますが…，

「戸高雅史」ホントに凄い人だなぁ～…
（笑） （山藤）

1265検査と技術　vol. 44　no. 13　2016 年 12 月

2024/04/26 11:55:01


